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第 1 章

Cisco NX-OS Release 4.2(1)N1(1)用 Cisco Nexus
5000 シリーズ設定制限値

このマニュアルでは、Cisco NX-OS Release 4.2(1)N1(1)を実行している Cisco Nexus 5000シリーズ
スイッチの設定の制限値について説明します。これらの制限値の一部は、1つ以上のCiscoNexus
2000 Fabric Extender装置がスイッチに接続されている場合にのみ適用されます。

• 設定の制限値, 1 ページ

設定の制限値
次の表に、Cisco NX-OS Release 4.2(1)N1(1)を実行している Cisco Nexus 5000シリーズスイッチに
ついてシスコが確認した制限値を示します。

表 1：イーサネット環境

制限値パラメータ

507（Fibre Channel over Ethernet（FCoE）が有効
になっている場合は 505）。 31は VSAN用、
残りは VLAN用。

スイッチあたりのアクティブ VLAN/VSAN

4,096VLAN/VSAN IDスペース

12,0001STP論理インターフェイス

64（IEEE標準）スイッチあたりのブリッジトポロジごとのMST
インスタンス

1,024スイッチあたりの VLAN ACL（VACL）

1 12,000個の論理インターフェイスは、PVRSTとMSTの両方に適用されます。MSTを使用している場合、この尺度はMSTインスタンスの最
大数（64）に適用されます。
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制限値パラメータ

2562スイッチあたりのポート ACL（PACL）

32ACLアカウンティング

16EtherChannelあたりのメンバーインターフェイ
ス

表 2：ファイバチャネル環境

制限値パラメータ

8,000ファブリックあたりのデバイスエイリアス

503物理ファブリックまたはVSANあたりのスイッ
チ

404VSANあたりのドメイン

16（2つのN5K-M1008拡張モジュールが必要）スイッチあたりのネイティブ FCリンク

255NPVポートグループあたりの FLOGIまたは
FDISC

32仮想または物理Fポートあたりのゾーン（すべ
ての VSANを含む）

5005スイッチあたりのゾーンセット（すべての

VSANを含む）

8,0006物理ファブリックあたりのゾーンメンバー（す

べての VSANを含む）

8,000スイッチあたりのゾーン（すべてのVSANを含
む）

3ホップ7SANファブリックの最大直径

2 PACLごとに最大で 50個の ACEを使用できます。
3
スイッチは、ファブリックあたり最大で 239のスイッチをサポートできますが、現時点では実装されていません。

4
スイッチは、VSANあたり最大で 239個のドメインをサポートできますが、この尺度は現時点では実装されていません。

5
スイッチは 1000個のゾーンセットをサポートできますが、現時点では実装されていません。

6
スイッチは、ファブリックあたり最大で 20,000個のゾーンメンバーをサポートできますが、この尺度は現時点では実装されていません。

7
スイッチは最大で 12ホップをサポートできますが、この尺度は現時点では実装されていません。
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制限値パラメータ

5128スイッチあたりの FSPFインターフェイスイン
スタンス

2569スイッチあたりの ISLインスタンス

16010仮想ファイバチャネルインターフェイス

2,048割り当てられた FCIDの最大数

32ファイバチャネルフロー

表 3：一般的なパラメータ

制限値パラメータ

12台11Cisco Nexus 5000シリーズスイッチあたりの
Fabric Extenderの最大数

12台12vPC Cisco Nexus 5000シリーズスイッチペアに
デュアルホーム接続された Fabric Extenderの最
大数

Nexus 2148T Fabric Extenderを使用したときに
576個の vPC

Fabric Extenderあたりの vPCの最大数

Nexus 2248 Fabric Extenderを使用したときに 576
個の vPC

Nexus 2232 Fabric Extenderを使用したときに 384
個の vPC

576台13Cisco Nexus 5000シリーズスイッチに接続され
た Cisco Nexus 2000 Fabric Extenderに接続され
ているホストの最大数

8
スイッチは 4096個（Extended ISLの数（16）に VSANの数（256）を掛けた値）をサポートできますが、この尺度は現時点では実装されてい
ません。

9
各 ISLインスタンスは最大で 32個の VSANインスタンスをサポートできます。

10
スイッチは 480個の仮想ファイバチャネルインターフェイスをサポートできますが、この尺度は現時点では実装されていません。

11 Fabric Extenderの数は、シングルホーム Fabric Extenderを通じて Cisco Nexus 5000シリーズの親スイッチに接続されているホストの総数によ
り制限されます。これは、親スイッチが vPCを実行しているかどうかにかかわらず適用されます。

12 Fabric Extenderの数は、vPCを実行している Cisco Nexus 5000シリーズスイッチペアにデュアルホーム Fabric Extenderを通じて接続されてい
るホストの総数により制限されます。デュアルホーム Fabric Extender vPCモードでは、Fabric Extenderは、プライマリパスで直接障害が発生
した場合に備えてホストに対する冗長ネットワークパスを提供します。

13 576という制限は、シングルホームとデュアルホームの両方の Fabric Extenderトポロジに等しく適用されます。シングルホームトポロジで
は、Fabric Extenderの最大数は 12です。これは、最大で 48台のホストを個々の Fabric Extenderに接続でき、Cisco Nexus 5000シリーズスイッ
チあたり合計で 576台のホストになることを示しています。デュアルホーム Fabric Extenderトポロジでも、サポートされるホストの総数は
576です。
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制限値パラメータ

16,000エントリ14MACテーブルサイズ

4個の宛先15イベントトラップ - Eメール経由で転送

5個のすべてのユーザ設定可能なクラスQuality of Service（QoS）システムクラス

4個の SANポートチャネルと EtherChannelあ
たり 16個のポート（組み合わせて 16を超えな
い）

ポートチャネル

2つのアクティブセッションSPANセッション

2出力 SPAN送信元

14 2,200のエントリは予約済みのマルチキャストMACアドレスです。ユニキャストMACアドレスの使用可能な限界値は 13,800です。
15
スイッチは最大で 50個の異なる宛先をサポートできますが、現時点では実装されていません。
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